
第 11 回 理事会（メール審議）議事録 
 
令和 7 年 3月 13 日～3月 17日 21：00において、「U-23 アジアカップチームスタッフに

ついて」他審議 2件、報告 2件に関わり、メール配信による理事会を開催した。 
 
理事総数２３名 出席理事２３名 
監事総数２名  出席監事２名 
メール配信による出席： 
 

代表理事 児玉公正、理事 丸山悟、理事 高橋知美、理事 木田京子、理事 長澤淑恵、 
理事 舟山健一、理事 佐藤理恵、理事 髙橋流星、理事 伊勢幸広、理事 山本清人、 
理事 濱貴一、理事 二瓶雄樹、理事 田島良輝、理事 渡邉華月、理事 井上明子、 
理事 藤本索子、理事 山田優子、理事 泉健介、理事 長澤佳子、理事 清水正、 
理事 森英寿、理事 小窪恭介、理事 佐古井倫子 
監事 森田啓之、監事 平野義明 

 
［決議事項］ 
１．第２回U23 アジアカップチームスタッフについて（資料あり） 
  佐藤理事より、「第２回 U23 アジアカップチームスタッフ」について提案がなされた。 

ヘッドコーチ 髙橋 流星（⽇本体育⼤学） 
アシスタントコーチ 平本 拓朗（平林金属株式会社）※IPU 環太平洋大学コーチ 
アシスタントコーチ兼総務 三⾕ 舜 （中京⼤学） 
トレーナー ⿑藤 雄介（the BASE） 
チームリーダー 佐藤 理恵（東京⼥⼦体育⼤学） 
メール審議の結果、本議案について承認された。 

 
２．クラウドファンディングの利⽤について（資料あり） 
 木田専務理事より、U23 男⼦⽇本代表関連の「経費に係る事項」に関わり、選⼿の負
担を下げることを⽬的に「クラウドファンディング」を利⽤し補填することについて提案
がなされた。クラウドファンディングについては「（株）CAMPFIRE」のサービスを利用
し、募集⽅法は「ALL-In」型を採⽤予定であること、学⽣負担予定額 480 万のうち、200
万円を⽬標⾦額とすること、募集期間は 1か⽉間とすることが補足として説明された。 
山田理事より、クラウドファンディングの種類（購入型、寄付型等）やリターン設計、

リターンにかかるコストについて質問があり、事務局から、リターンはメール・動画、報
告書を中心にキーホルダー・Ｔシャツも作成予定であること、郵送代（ゆうパック）・備
品（色紙、文具等）・印刷代等が追加コストとして生じること、リターンにかかるコスト



は集約金額の 10％想定で、50,000 円の方にキーホルダー、100,000 円の方に Tシャツを
検討している旨回答があった。山田理事より、これらの情報はあらかじめ資料に記載する
ことがのぞまれる旨意見があり、木田専務理事より、今後は検討要素となる情報は提案資
料に記載する旨回答がなされた。 
メール審議の結果、本議案について承認された。 

 
３．男⼦インカレの旅⾏会社選定について（資料あり） 
木田専務理事より、前回臨時理事会で承認された「男⼦インカレ旅⾏会社の公募」に関

して、その後、富⼭県ソフトボール協会および⽇本旅⾏富⼭⽀店との調整の結果、2025 
年までは現⾏の会社を利⽤することとしたい旨提案がなされた。理由として、すでに多く
の宿泊先を確保し、現地旅⾏会社と関係性があること、協賛⾦額を引き上げ、重ねて⼤会
協賛として 10 万円を会社内にて検討中であること、2026 年からの公募は了解している
ことの説明がなされた。 
メール審議の結果、本議案について承認された。 
 

［決議事項］ 
１．JSAへの回答書について (資料あり） 
木田専務理事より、前回理事会での議論をふまえ、「U23 Men Softball Asia Cup 2025」

について回答書の内容で JSA に回答した旨報告がなされた。 
 

２．全日本大学ソフトボール連盟協賛申込書について（資料あり） 
木田専務理事より、2025 年度の協賛に関わり、書式をもとに協賛活動を進めている旨

報告がなされた。 
  

上記議事の経過の要領及びその結果を記載し、定款の規定により、代表理事、出席監事が
次に署名又は記名押印する。 

 

［署名又は記名押印は次頁以降］  



令和 年 月 日 
 
一般社団法人全日本大学ソフトボール連盟 

 
議長・代表理事   児玉 公正 
 
 
 
令和 年 月 日 
 
一般社団法人全日本大学ソフトボール連盟 

 
監事   森田 啓之 
 
 
 
令和 年 月 日 
 
一般社団法人全日本大学ソフトボール連盟 

 
監事   平野 義明 
 

実印 実印 

印 印 

印 印 


